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音楽活動に よる高齢者の コ ミュ ニ ケー シ ョ ンの 変化

ハ ン ドベ ル による合奏の 及ぼす効果
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【問厘と目的】音楽療法 と呼ばれ る音楽活動は、児童施

設、高齢者施設、病院など様々 な場所 で 行われて おり、

近年の 高齢化に伴い 、対象となる高齢者が増加 して い る。

補完代替療法 と して も注 目 され て い る
一

方、音楽療法プ

ロ グ ラム は エ ビデ ン ス が 不足 して お り、エ ビ デ ン ス に基

づ い た標準化、体系化が 必要であ り（市江 2006）、広義

の 音楽療法は 音楽健康法 に近い （坂東 ， 2008）、高齢者 に

対す る音楽体操が認知機能の 低下 を軽減させ た とい う報

告（Van　de　Wincke1，2004）や、集団音楽療法が、健常な

高齢者の 認知 症 度 と、主 観的幸福感 を維持 した とい う報

告 （高橋 ・高野，201Q）な どが あ る が、エ ビデ ン ス の 不足

が認 め られ、また セ ッ シ ョ ン 全体 の 効果の 検証は 実施 さ

れ て い る が、プロ グラム 個 々 の エ ビデ ン ス に つ い て の 研

究が少ない。高齢者へ の 集団音楽療法の 実態に つ い て ア

ン ケート調査を した結果、音楽療法士 は セ ッ シ ョ ン 効果

の 評価が 困難 ととらえて お り、各 プ ロ グラム の エ ビデン

ス に つ い て も関心が低かっ た。演奏活動プロ グラム で は、

共同 で 曲を合奏す る こ とで連帯感 と成功感、達成感が生

ま れ、社会性 が促進する効果が あ る と考え られ て い る ハ

ン ドベ ル 合奏が最も多く実施され て い たが、その 効果は

実証されて はい ない。本研究で は、音楽療法で 最 も良く

用い られて い るハ ン ドベ ル 合奏の 、高齢者の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動に及ぼす効果の 実証研究を行うこ とに よ り、
エ ビ デン ス に基づ い た音楽療法の 確立 と高齢者の QOL向
上 の

一
助 とな る こ と を 目的 と し た。

【手続き】参加 者 は、デイ ケア に 通 う認知症度 の 異なる

高齢者 6 名で 、平均年齢は 77．8 歳（70〜86）、認 知症度

は m）S−R 平 均 16．3点（0〜29）で あ っ た。独立変数 は、ハ

ン ドベ ル 合奏。従属 変数は、「周 りの 他人 に話 しか け る」

「頷 く」 「表情が変化す る」 「周 りの 他人を 見る 」 の コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン行動 と した。実験デザイ ン は BCBCデザイ

ン とした。セ ッ シ ョ ン プ ロ グラムの 内容は、1．挨拶、2．

軽 い 体操、3．歌唱（3 曲）、4．介入（約 5 分間）《 B期 ：ベ ル

振 り体操 （音が出 ない よ うに細工 を した ハ ン ドベ ル を振

る）ま た は、C期 ；
ハ ン ドベ ル 合奏（曲名 ：さ く ら）》、5，

お茶 の 時間で あっ 島 回想は実施 しなかっ た。
セ ッ シ ョ

ン 回数 は 20回 とし、フ ォ ロ
ー

ア ッ プ（ベ ル 合奏）を 1回 実

施 した。各回をビ デオ に録画 し、お 茶の 時間開始後 5 分

間の 各参加者の 4 つ の 従属変数の 発生頻度を、3 名の 計

測者 が 5 秒間イン ターバ ル 法で 計測 した。分析 に 用い た

行動 の
一
致率は 、

80％以 上で あ っ た （平均
一

致率 95．　2％）。

【結果と麺察】ハ ン ド

ベ ル 合奏による 「話 し

かけ る」反応の 促進が、
やや高度 ・中度 ・軽度

の 認知症参加 者 に、認

め られ （図 D 、認知症

の 無い 参加者 に も、一

部効果が認 め られ た。

認知症の 無 い 参加者は

音楽活動の 継続 に よ る

コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン 行

動の 増加 が認 められた。
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図 1．「話 し かけ る 行動 亅
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重度認 知症者 は音楽活動参加中、「表情が変化する」行動

が多少 見 られ 、「周 りの 他人 を見 る」行動は
一
貫して 出現

し続 け た。フ ォ ロ
ー

ア ッ プ期 で は 、コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン

行動 の 減少 が認 め られた。本研究は、音が奏 で られるハ

ン ドベ ル 演奏 と音の で ない ハ ン ドベ ル 体操 の 比較により、
ハ ン ドベ ル 合奏効果の 実証を試み た。ハ ン ドベ ル 合奏 は、

認知症度や 、行動 項 目に よ り効果 に差異が あ り 、 参加回

数等の 影響を受けるこ とが認 め られた。フ ォ ロ ーア ッ プ

期 で は行動が 減少する こ とか ら、音楽活動 の 効果を保持

す る ために は、活動を継続するこ とが望ま しい とい える。
ハ ン ドベ ノ哈 奏の 導入 は、参加者同士 の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ

ョ ン 行動の 増加 を 図る上 で有効な手段 で あ り、QOL向上

の
一
助 とな る こ とが 期待 で き る。今後 も、エ ビデ ン ス を

増や し、エ ビ デ ン ス に基づ い て 、効果が実証 された 活動

を取 り入 れたプ ロ グラ ム を実施す る こ とが必要で ある。

さらに、そ の プ ロ グラ ム の 有効性 を検証 し、問 題 が あれ

ばプロ グラム を修 正す る循環 を継続す る こ とで、音楽療

法 の 質 を向上 して い くこ とに よ り、エ ビデ ン ス に基づ い

た音楽療法の 社会的認知 を促進 し、高齢者の QOL向上 へ

の 貢献の
一

端を担 うもの になるこ とを期待 して い る。
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